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夏空　東京湾臨海署安積班 ラストエンペラー

夜露がたり

外国人同士がもめているという通報があり現場に駆
けつけると、複数の外国人が罵声を上げて揉み合っ
ていた。
ナイフで相手を刺して怪我を負わせた一人を確保
し、送検するも、彼らの対立はこれでは終わらな
かった……。高齢者の運転トラブル、半グレの取り
締まり、悪質なクレーマー……守るべき正義とは何
か。揺るぎない眼差しで安積は事件を解決に導いて
いく――。

EV（電気自動車）全盛の時代が目前に迫っていた。
大手自動車メーカー・トミタの社長、村雨克明は、
後世に残るガソリンエンジン車として、トミタの最
高級車種「エンペラー」の新型モデルの開発を決意
する。村雨は、イタリアの老舗自動車メーカー・ガ
ルバルディで働く篠宮凛にプロジェクトリーダーを
打診するが、凛からはある条件が。それは新型車の
開発のみならず、EV時代のトミタを救うことになる
かもしれない、前代未聞の提案であった。

定食屋「雑」

夜は溟くて重く、救いはわずかしかなかった。市井
ものの正統にして新潮流。「どいつもこいつも、こ
けにしやがって」「難儀だね、身内って奴から逃れ
られないものさ」、追い詰められ女と男は危うい橋
を渡ろうとする。「あの場所の生まれでなければ」
と呪い、「死んどくれよ」と言葉の礫をぶつけなが
ら、その願いが叶いそうになると惑う。ここに江戸
八景の本物がある。「傑作」と呼ぶしかない短篇
集。

真面目でしっかり者の沙也加は、丁寧な暮らしで生
活を彩り、健康的な手料理で夫を支えていたある
日、突然夫から離婚を切り出される。理由を隠す夫
の浮気を疑い、頻繁に夫が立ち寄る定食屋「雑」を
偵察することに。大雑把で濃い味付けの料理を出す
その店には、愛想のない接客で一人店を切り盛りす
る老女〝ぞうさん〟がいた。沙也加はひょんなこと
から、この定食屋「雑」でアルバイトをすることに
なり――。個性も年齢も立場も違う女たちが、それ
ぞれの明日を切り開く勇気に胸を打たれる。ベスト
セラー作家が贈る心温まる定食屋物語。

しんがりで寝ています ソファは部屋の真ん中に

同衾するほど愛しいピカチュウのぬいぐるみや、す
くすくと育つ観葉植物との日々。玄関の柱に巣を作
るハチとの闘い、近所に住む家族との交流、EXILE
一族に対する深い愛……。笑いあり、ときどき涙あ
り（？）
2019年6月号から約4年分の雑誌「BAILA」での
連載に、書き下ろしを加えた全55編、三浦しをん
ワールド全開の最新エッセイ集。

この本は読み終えるまでに心地が悪いと感じている
お家が一変。あなたが主役の毎日胸がキュンとする
お家に変わる。しかもそれを「買わない・捨てない
で」実現します。私のメソッドは、これまでのイン
テリアの常識からすれば、あり得ないことの連続で
…かなり非常識です。ところが私のメソッドを元に
お部屋が変わった人は、たった一日で、いや時には
たった10分で、長年抱えてきた問題を解決し、毎日
笑顔になるお部屋を手に入れています。

夜明けの花園 板上に咲く MUNAKATA: Beyond Van Gogh

「ゆりかご」か「養成所」か、はたまた「墓場」
か。累計100万部突破！「理瀬」シリーズ初短編集
ゴシック・ミステリの金字塔。
湿原に浮かぶ檻、と密やかに呼ばれていた全寮制の
学園。ここでは特殊な事情を抱える生徒が、しばし
ば行方を晦ます。ヨハンの隠れた素顔、校長の悲し
き回想、幼き日の理瀬、黎二と麗子の秘密、月夜に
馳せる聖、そして水野理瀬の現在。理瀬と理瀬を取
り巻く人物たちによる、幻想的な世界へ誘う六編。

「ワぁ、ゴッホになるッ！」
1924年、画家への憧れを胸に裸一貫で青森から上
京した棟方志功。しかし、絵を教えてくれる師もお
らず、画材を買うお金もなく、弱視のせいでモデル
の身体の線を捉えられない棟方は、展覧会に出品す
るも落選し続ける日々。そんな彼が辿り着いたのが
木版画だった。彼の「板画」は革命の引き金とな
り、世界を変えていくーー。墨を磨り支え続けた妻
チヤの目線から、日本が誇るアーティスト棟方志功
を描く。感涙のアート小説。
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